Active!Mail について補足
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普段 Active!mail でメイルを送受信した後は、Winodows のシャットダウンを行う前に一旦 Active!mail のログアウトを行うこと。ログアウトするには Active!mail にlogin した後に表示される画面の左下の[image: image21.png]


をクリックすればよい。
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ヘルプ

実習では Active!mail のすべての機能については扱わない。逆に最低限の利用法だけを紹介するにとどめている。細かな利用法についてはヘルプが用意されているのでそこを参照すること。ヘルプは Active!mail にlogin した後に表示される画面の左下の[image: image2.wmf]をクリックすることで表示される。

送ったメイルの再確認
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　前回の課題2. で、メイルを作成して、[image: image4.png]


 をクリックして送信したはずだが、そのとき[image: image5.png]- IR TF



 にチェックを付けたと思う。この場合は送信したものの控えが[image: image6.png]


から選択できる[image: image7.png]


に残されていることがわかるだろう。（上の例の左側にある「受信箱」メニューを選択すること。右側にも同じ形の「受信箱」があるが、これは別の機能。）

メイルの本文を Word に引きうつす。（文書間のコピー and ペースト）

[image: image16..pict]
Word の実習で行った、コピー and ペーストと同様の方法で行います。

（教科書 page 36. 下側例）

1. [image: image17..pict]メイルの本文が見える状態で、マウスカーソル（[image: image8.wmf]）を使ってコピーしたい部分をドラッグし、選択（右図、灰色の状態）します。

2. 次に Web ブラウザの「編集」メニューから、「コピー」を選択します。

3. [image: image18..pict]続いてWord 文書の貼り付け（ペースト）したい部分をマウスでクリックし、マウスカーソルが目的地点で点滅するようにします。

4. この状態で、今度は Word の「編集」メニューの「貼り付け」を選択します。教科書に載っているように、[image: image9.wmf]と並んでいる[image: image10.wmf]をクリックしても同じように働きます。
5. 不必要な引用記号「>」や、余分な空白、改行などがあれば、ペーストしてから消去する。
課題 1. 

　この機能を利用して、先週の課題であった自分にとってのベスト5を、何かの審査委員会に推薦する推薦状として作成、整形する。（別紙に例を示す）

　推薦状はビジネス文書のつもりで言葉遣い、体裁に注意すること。教科書 page 40 にビジネス文書の構成などについて説明があるので、それらに注意する。最初の一文字目の字下げ、中央寄せ(センタリング)、右寄せや、文字サイズの変更、下線などによって読みやすいよう工夫すること。方法は教科書 page 43-47 などにそれぞれ説明がある。

　この課題については次の課題で他の人が再利用するかもしれない。あまりに私的すぎることを書くと、あとで知人が読むことになることにあらかじめ注意すること。課題提出が受け取られれば、もう一部印刷して科目担当者に課題 2. 用として提出すること。
挿し絵の利用

　ペイントなどによって描かれた絵もコピーandペーストによってWord の文書中に貼り付けることが出来る。

　ネットワークドライブ([image: image11.wmf])の「From Teacher」フォルダの担当教員、基礎実習のフォルダから、挿し絵のサンプル([image: image12.wmf])などを開いてコピーandペーストせよ。自分で新規に挿し絵を描いても構わない。

　ペイントの場合、コピーは[image: image13.wmf]のように並んだ機能パレットのうち、[image: image14.wmf]をクリックして選択し、コピーしたい絵柄の範囲をドラッグで選択してから、編集メニューの「コピー」を選択する。ペーストはいつもと同じ。

　教科書 page 63 のようなクリップアートと呼ばれる、あらかじめWordに用意された挿し絵を利用することも出来る。

WWWからの記述の引用

　「コンピュータガイド インターネット編」のpage 107-111 にあるように、 Netscape Navigator や Internet Exproler を利用して、目的とするキーワードを含んだ WWW ページが検索できる。

　これらの WWW ページに含まれる文書から、適切な部分を Word にコピー and ペーストすることによって引用することができる。

　（但し引用する分量、出所の表示には注意。コンピュータガイド インターネット編 page 10-11 および page 401 などを参照、理解の上行うこと。）

課題 2. 

　科目担当者から指示された誰かのベスト5について、その推薦を受け付けるか受け付けないかを結果報告書の形式で文書化せよ。

　ただし、採否についての理由として、WWWでそれらのベスト5について何か説明されているWWWページを検索、引用すること。

　自分にとって不向きな内容の推薦書しか科目担当者の手元にない場合は、自分の出した推薦についての報告書を作る形式でも構わない。

　WWWの記述は、たいていの場合WWWブラウザからWord へのコピー and ペーストが可能。ただし余分な改行や空白が混じりがちなのでそれらは削除すること。

　報告書であることを忘れずに、課題 1. と同様に文言、体裁に注意すること。

平成13年4月24日

基礎実習受講者各位

学生番号：473088

経済学部 榎田雄一郎

映画ベスト5の推薦について

　ここ一年に観賞した映画について、下記の通りがベスト5に相当すると考え、推薦いたします。それぞれについての推薦理由は簡単に下にまとめてありますので参考にしていただければ幸いです。

　なお、この推薦を受けて受賞が決定した場合には、推薦者まで連絡いただきたくあわせてお願い致します。

記

今年の映画ベスト

1. Snatch!

2. スターリングラード

3. Party 7

4. バッファロー66

5. The Cell

　1. については単に好みの問題で、カットの気持ち良さから。「パルプ・フィクション」と共通する部分があるが、それ以上。2. は主演の魅力に尽きる。ジュード・ロウは間違いなくスターである。3. 4. はどちらも良いところと悪いところがあり、素直に人に推薦できない部分あり。5. についてはノーコメント。

　ところで 2. の戦争シーンについてはかなり恐怖心を煽るもので、そこだけは推薦できない。「プライベート・ライアン」も相当に圧迫感を与える戦争映画であるが、これらの疑似体験が反戦につながればと思うばかりだ。
以上

平成13年4月24日

榎田雄一郎様

学生番号：473088

経済学部 明日田　裕

映画ベスト5の推薦結果報告について

　標記の件につき、ご提案ありがとうございました。

　推薦されておりました映画ベスト5について当委員会でも独自に調査いたしましたところ、「The Cell」の評価については下記のようになっております。

出展：

Media Mix Review / written by Yutaka Yasuda

( http://bakkers.gr.jp/cgi-bin/review-select.cgi/0319 )

この作品世界を作り上げたのが一体誰なのか、実に興味深い。監督はもちろんのこと、少なくとも衣装デザイン（『ドラキュラ』の石岡瑛子）とオブジェクトのデザイン、そしてカメラの三人は相当深く連携して仕事をしていたと想像する。
　個人的な感想ではありますが、私もまったくそのとおりと思われ、榎田様の推薦されたリストについてはまったくそのとおりと感じています。よって当委員会では 2001 年のベスト5を、榎田様推薦の下記の5つとさせていただきます。ありがとうございました。
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